
順位 質 問 者 答 弁 者 時　間

１、観光ビジョンと観光政策の展開について

２、平林地区の太陽光発電計画について

１、教育環境の整備・充実について

教育長（２）教育委員会定例会での意見は聞き入れられているのか

　　　ア)相談室を小学校棟に設置する必要性

　　　への対応について

　　⑤多様な学びの場の考え方と対応

　　⑦新しく設置される学習支援教室のねらい

　　　ウ)設置場所の配慮が必要

令和４年第５回佐久穂町議会定例会一般質問通告者及び答弁者
（令和４年５月２３日現在）

質　　問　　要　　旨

（１）観光ビジョンの政策展開について

1

（１）小・中学校の長期欠席者（不登校）や支援が必要な児童・生徒

2

　　　エ)担当者は男性と女性を配置するべき

　　④中間教室の運営について

　　②道の駅の役割・機能強化とまちづくりについて

（２）安全確認、検証作業への技術的支援は可能か

10番
出浦修身

14番
髙見澤春野

60分

町長

　　①観光ビジョンをどう受け止め観光政策を進めてきたか

　　②実施出来なかった施策を今後どうするのか

　　③観光協会の役割と機能の強化の考えは

（２）観光インフラとしての「道の駅」の役割と建設計画の進捗状況

　　　について

　　①観光・産業振興上での道の駅の位置づけと役割、そして建設計

　　　画の進捗状況は

町長
　　　え方は

　　③道の駅の運営で期待する観光協会の役割は

（１）土砂災害警戒区域・特別警戒区域を挟む計画についての町の考

　　①全国的に増加傾向となっている不登校者数だが、佐久穂町での

　　　実態はどうか

　　②相談窓口の体制は整っているのか

　　　イ)安全地帯としての相談室である為に重視する点は何か

　　　ウ)相談がしやすくする為にマニュアルを作ることを考えては

　　③合理的配慮に対して共通認識を持つ必要がある

　　　ア)教育委員会の関わり方

　　　イ)担当者の選任の基準

　　⑥こども達の居場所づくりの為の今後の進め方

教育長
60分



順位 質 問 者 答 弁 者 時　間質　　問　　要　　旨

１、公共施設の在り方について

２、地域コミュニティの推進について

１、株式会社モンベルとの包括連携協定について

２、フレンドエリア・フレンドショップについて

３、行政事務手続きについて

１、デジタル化による地方創生について

２、千曲病院の今後の診療に向けて

３、むかしたんけん館の取り組みについて

４、言葉の文化について

町長

（１）役場庁舎の運営方針について

　　①新庁舎建設における当初計画と現状の相違点は

（１）２町１村で行うとされたフレンドエリアの登録の現状はどうな
町長

　第２次佐久穂町総合計画・後期基本計画策定における事務手続きの

　内容について

町長

町長

教育長

教育長

　　①利用計画の検討をどのようにしたのか

（２）連携を行っていくうえで、町とモンベル社の具体的な役割はど

　　　うなるのか

　　②茂来館の利用推進の現状と今後の方針は

（２）学校跡地利活用方針について

　　②公募による利活用提案に対する町の考え方は

（２）フレンドショップの具体的内容また現状での応募状況は

（３）旧八千穂庁舎の利用について

　　現状における町の利用方針と今後の事業予定は

（４）その他施設の利用方針について

　　①八千穂福祉センターの利用改善策はあるか

　　①各地区会館の利用の現状と支援策について

　今後公開機能を見据えた文化施設の考えは

5

（１）オンライン診療について

（２）緩和ケア医療を図って行くべきでは5番
髙見澤利博

　佐久穂町も行政のデジタル化を加速すべきでは

4

（３）現時点で計画されている実施事業はあるのか

（１）連携事項(1)～(7)の内容について具体的な実施内容はどうなっ

　　　ているか

3

　　②介護事業で整備した各地区会館の利用に対する町の支援策は

　　③移住者を受け入れる各地区の対応をどう考えるか

　　　っているか

　　②北庁舎をどのように利用したいのか

2番
須田芳明

11番
髙橋康徳

（１）各区、常会の現状をどう考えるか

町長

　この地域の方言を未来に伝承、残すべきではないのか

町長

60分

60分

町長
教育長

60分



順位 質 問 者 答 弁 者 時　間質　　問　　要　　旨

１、デマンド交通の充実と地域主体の支え合いボランティア活動につ

２、さくほリビングマーケットについて

１、地域活性化を目的とする事業等への支援策について

２、山林や農地の保全・活用について

　　　をされているか

３、情報提供及び情報共有と広報のあり方

１、学校給食における地元農産物利用促進に関すること

２、八千穂高原の観光の再生化と事業者支援について

３、公共下水の排水区域の見直しの考えは

　いて

（１）今年度以降町が取り組むげんでる号の具体的改善点について

　　③両者の問題解決に向けた協議経緯と展望

6番
佐々木信幸

　　①生産者側の問題について

（３）町はどのような支援体制を取れるか

　　　これからの地域のあるべき姿とは
6

（２）移動支援を含む地域主体の有償ボランティア活動が始まってい

（１）３年目を迎えるコロナ禍のグリーンシーズンにおいて、八千穂

　　　るが、町はこういう動きをどうとらえているか

（５）企業広告の活用について

（１）保育所・小中学校における給食食材の地元農産物利用の現状は

　　②調理現場側の問題について

4番
竹内達朗

7

8番
島崎規子

8

町長（１）公共下水の排水区域外の接続希望の声に対する区域見直しの町

（２）ホームページの工夫について

（２）所有者変更届出書等どのように生かしているのか

（１）山林や農地の保全と活用についてどのような検討あるいは実施

（２）その他、町活性化を目的地とする事業や計画への支援は

（１）当町における情報提供のあり方と情報格差の認識と対応

（４）現在サロンなど地域毎の取り組みを進めているが、町が考える

（１）この施策の狙いは

　　　町の施策として続けるべきか

（３）この取り組みで得た成果と課題は

（４）今後の方向性

　　　の考えは

　　④町としての関わり方は

町長
　　　高原の観光全般の再生化の施策と地元事業者への支援は

（１）コミュニティ提案型まち活性化事業への補助金事業の評価

（３）ＳＮＳの活用

（４）表示板等の修正

町長

（２）新規参入事業者への支援について

町長
教育長

60分

町長

町長
（２）１年間の取り組みの内容は

町長

町長

60分

60分


